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①　里山とは

・環境省の定義では「里地里山」と表現されています。
”　原始的な自然と都市との中間に位置し、集落とそれを取り巻く二次林、それらと混在する
　　　農地、ため池、草原などで構成される地域　”　とされています

・人里近くにある山 （講談社／日本語大辞典）

・集落の近くにある山林を総称する一般語。　反対後として奥山、類似語として農林地
　 （丸善／森林整備の百科辞典、１９９６）

・人里近くにあって、その土地に住んでいる人の暮らしと密接に結びついている山・森林
　　　　 （岩波／広辞苑第六版、２００９）

・人の住む地域に隣接した、小山や林や沼などの自然環境
　　　 （大修館／明鏡国語辞典）

奥山　、外山　⇔　外山、戸山、端山　＝　里山
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＊　出展　：私の森.jp より抜粋　一部追加
http://watashinomori.jp/
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②　日本の森林の歴史

ＢＣ
５０００？ 縄文時代 青森県三内丸山遺跡 木の伐採、クリ、ウルシの栽培

200 弥生時代 水田耕作が始まる
Ａ，Ｄ

607 飛鳥時代 法隆寺建立 木材の需要増

710 奈良時代 平城京遷都

794 平安時代 平安京遷都
森林の荒廃始まる

1192 鎌倉時代 戦乱、河川の氾濫 木材の需要増

1338 室町時代

1600

1603 江戸時代 森林の再生、保護政策

1894 明治時代 日清戦争 軍需用材の増加

1904 日露戦争 木材の需要増

1914 大正時代 第１次世界大戦

1923 関東大震災 禿山　はげ山

1941 昭和　１６ 太平洋戦争

1945 昭和　２０ 終戦

昭和　３０年代 拡大造林計画

里山の宅地化 家庭燃料の化石燃料化への移行

木材輸入の完全自由化 木材自給率
1964 昭和　３９ 東京オリンピック 千里ニュータウン ８６，７％

多摩ニュータウン
1970 昭和　４５ ＥＸＰＯ’７０

オイルショツク 里山の放置化 45,0%

1995 平成　７ 阪神淡路大震災 18.2%

2011 平成　１２ 東日本大震災 ２７，９％

2023 「森林・林業再生プラン」公表 50%
１０年で５０％目指す


